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Ⅲ 教育部会報告 (部会長 渡邊俊輔） 
 

1.タコノアシの保全活動を実施しました 

 開催日：令和元年 6月 1日（土） 

 場 所：天満橋下の大淀川  

 活動内容 大淀川の絶滅危惧植物「タコノアシ」の生息地を広げよう 

  競争種となる周辺のヨシやオギなどの刈払い、土嚢袋を置いて小川を再生しました。 

   
前回の活動で、移植したタコノアシが育っていました。 

 

2.宮崎市環境学習パートナーで講座を担当しました 

 内 容：①大淀川についての授業 

 開催日：令和元年 6月 25日（火） 

 場 所：潮見小学校 

 宮崎市環境学習パートナー派遣依頼を受け、宮崎市立潮見

小学校で、大淀川についての授業を担当しました。 

 

 内 容：② 河川浄化水（えひめ AI-2）ついて 

 開催日：令和元年 7月 11日（木） 

 場 所：月見ヶ丘北区ふれあいセンター 

 宮崎市環境学習パートナー派遣事業で、月見ヶ丘北区自治

会 より依頼を受け、河川浄化水（えひめ AI-2）ついての講

座を担当しました。 

 

3.大淀川環境保全クラブ 

①第１回 開催しました 

開催日： 令和元年 7月 21日（日） 

場 所： 宮崎市役所会議室棟 大会議室、大淀川堤防 

内 容： 大淀川の生き物保全ワークショツプ 

大淀川の水辺を観察し、様々な生き物が住む環境についてみんなで考えました。 
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②第 2回 開催しました 

開催日 ： 令和元年 8月 11日（日） 

場 所 ： 宮崎市役所会議室棟 大会議室、大淀川学習館 水辺の楽校せせらぎ水路、 

天満橋下の小川 

内 容： 五感による水辺環境調査 

    ・大淀川の水と生き物について学びました。 

    ・五感を使って水辺を調べました。 

・小魚やタコノアシが住みやすくなる方法について、みんなで考えました。

   
 

③第 3回 開催しました 

開催日： 令和元年 9月 15日（日） 

場 所： 宮崎市役所会議室棟 大会議室、天満橋下の小川 

内 容： 絶滅危惧植物タコノアシの生育地の拡大と Eボートで水辺観察 

    ・タコノアシが増えていく方法を考えました。 

    ・Eボートで水辺を観察しました。 

   
 

④大淀川環境保全クラブ 第４回 開催しました  

開催日 ： 令和元年 10月 13日（日） 

場 所 ： 宮崎市役所会議室棟 大会議室、天満橋下の小川 

内 容 ： 小魚の生息地の拡大と稚魚の放流 

    ・小魚のすみかを広げる方法を考えました。 

    ・小川で稚魚を放流しました。 
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⑤第 5回 大淀川環境保全クラブ開催しました 

開催日 : 2019年 12月 15日（日） 

場 所 : 宮崎市役所会議室棟 大会議室、天満橋下の小川 

内 容 : 保全した生き物の観察と成果のまとめ+芝すべり 

             ・小魚やタコノアシのようすを観察しました。 

        ・これまでの成果を確認しました 

 
⑥第 6回  

第 28回全国川サミット in宮崎 発表しました 

宮崎市大淀川環境保全クラブでは、７月から毎月１回、大淀川をフィールドにして、生き物のつ

ながりについて学び、みんなでいろいろと知恵を出し合いながら、絶滅危惧植物タコノアシと小

魚が育つ環境づくりをしました。 

1月 25日（土）に開催された「全国川サミット in宮崎」で、その成果を発表しました。 

開催日：令和 2年 1月 25日（土） 

会 場：宮崎市民プラザ オルブライトホール 

 
終了後には、大淀川環境保全クラブの修了式を実施しました。 

 

4.「水草コアマモを植えよう」開催しました 

 国土交通省では現在、津屋原沼において、津波・高潮対策事業を進めています。 

今回、飛江田水路の掘削工事で、新しい水路が完成しました。 

将来的に、水路を利用する生物が生きていくために、地域住民とともに環境保全措置としてコア

マモを水路に移植する活動を行いました。 

参加者  

 地域住民：子ども 16名 大人 9名  

 協力：宮崎内水面漁業協同組合、熊本大学 宮崎河川国道事務所、パシフィックコンサルタ

ンツ、大淀川流域ネットワーク 26名  合計 51名 
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5.みやざき環境大学で講座を担当しました 

開催日：令和元年 9月 14日（土） 

場 所：宮崎県立図書館 2階研修室 

宮崎県環境情報センターから「みやざき環境大学」への講演を依頼されました。 

①講話 水環境について～大淀川との関わりから 

②河川浄化液「えひめ AI-2」作成 

 
 

6.｢タコノアシ｣の保全活動 実施しました 

開催日：令和元年 9月 28日（土）   

内 容：競争種となる周辺のヨシやオギなどの刈払い 小川の再生他 

場 所：天満橋下 大淀川河川敷 

参加者数 11名 宮崎総合学院ボランティア、宮崎河川国道事務所、大淀川流域ネットワーク 

この時期のタコノアシは、華憐な白い花を咲かせています。 

太陽光を遮っている競争種のヨシやアシを刈取った後、上流部分に差し芽をしました。 

   


